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笑う門には
福来たる



　
こ
の
冬
、
め
で
た
く
成
人
を
迎
え
る

南
三
陸
の
若
者
は
152
人
。
中
学
校
１
年

生
の
と
き
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。

中
・
高
と
い
う
多
感
な
時
期
を
激
動
の

ま
ち
と
共
に
歩
ん
で
き
た
年
代
の
子
ど

も
た
ち
だ
。
成
人
式
実
行
委
員
長
を
務

め
る
の
は
歌
津
地
区
出
身
の
千
葉
秀
さ

ん
だ
。
現
在
は
、
町
内
の
土
木
建
築
工

事
を
行
う
企
業
に
勤
め
て
い
る
。

　

中
学
１
年
で
被
災
。
避
難
所
で
は
、

大
人
と
一
緒
に
な
っ
て
支
援
物
資
を
運

ん
だ
り
、
ま
き
割
り
を
し
た
り
し
て
い

た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
小
さ
い
と
き
か

ら
泳
い
で
い
た
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
海

水
浴
場
。
が
れ
き
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て

し
ま
っ
た
そ
の
浜
を
復
活
さ
せ
た
い
と

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
参
加
し
た
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
出
会
い
、
語
り
部
と
し
て
震
災
前
の

様
子
を
伝
え
る
活
動
も
し
た
。「
小
さ
い

と
き
か
ら
海
で
釣
り
を
し
た
り
、
泳
い

だ
り
、
こ
の
町
が
好
き
だ
っ
た
。
景
観

は
大
き
く
変
わ
っ
て
も
こ
の
町
に
対
す

る
気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
」

　
高
校
卒
業
を
機
に
、
進
学
や
就
職
で

町
を
離
れ
る
仲
間
も
多
く
、
町
内
に
残

る
友
人
は
わ
ず
か
だ
。
だ
か
ら
こ
そ「
成

人
式
と
い
う
機
会
に
、
久
々
に
み
ん
な

に
会
え
る
の
が
本
当
に
楽
し
み
」
と
話

す
。
つ
か
の
間
の
再
会
を
経
て
、
南
三

陸
で
育
っ
た
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
、

全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
く
新
成
人
の

姿
が
楽
し
み
で
仕
方
な
い
。

　

新
し
い
年
の
始
め
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
月
の
南
三
陸
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
は
、
大
変
多
く
の
町
民
皆
様
か
ら
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
、
引
き
続
き
町
政
運
営
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
に
お
き

ま
し
て
も
、
町
民
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
十
分
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
全
力
を
挙
げ
て
復

興
事
業
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
震
災
直
後
か
ら
「
生
活
再
建
・
住
宅

再
建
」
と
位
置
付
け
、
復
興
事
業
の
柱
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
、
防
災
集
団
移
転
事
業
、

災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
が
終
了
し
、
高
台
団
地

に
は
真
新
し
い
住
宅
が
建
ち
並
び
、
そ
の
周
辺
に

は
役
場
庁
舎
や
保
育
所
等
の
公
共
施
設
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
更
に
、
嵩
上
げ
さ
れ
た
志
津
川
・
歌

津
旧
市
街
地
に
は
新
商
店
街
が
オ
ー
プ
ン
し
、
三

陸
沿
岸
道
路
が
歌
津
Ｉ
Ｃ
ま
で
延
伸
す
る
な
ど
、

町
民
皆
様
の
生
活
基
盤
整
備
が
加
速
度
的
に
進
ん

だ
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、志
津
川
保
育
所
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設
が
完
成
を
迎

え
る
予
定
で
あ
り
、
漁
港
や
防
潮
堤
の
復
旧
、
道

路
整
備
等
の
事
業
が
本
格
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
の
施
策
方
針
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
震
災

復
興
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
平
成
三
十
二
年
度

に
向
け
、
町
民
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
各

種
基
盤
整
備
の
着
実
な
復
旧
と
、
震
災
の
記
憶
を

後
世
に
伝
承
す
る
拠
点
と
し
て
、
震
災
復
興
祈
念

公
園
や
（
仮
称
）
震
災
伝
承
館
の
整
備
を
進
め
、「
復

興
の
総
仕
上
げ
」
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
成
三
十
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
輝
か
し
い
未
来
へ
の
幕
開
け
の
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
、
町
議
会
の
活
動
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
各
種
の
復
興
事
業

が
あ
る
程
度
順
調
に
進
展
し
、
町
の
復
旧
・
復
興

が
目
に
見
え
て
実
感
で
き
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
三
陸
沿
岸
道
路
が
歌
津
Ｉ
Ｃ
ま
で

延
伸
し
、
救
急
医
療
や
企
業
誘
致
、
交
流
人
口
の

増
加
に
寄
与
す
る
も
の
と
大
い
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
今
も
な
お
ご
支
援
を
く
だ

さ
る
皆
様
の
お
力
添
え
と
、
復
興
へ
の
思
い
を
胸

に
歩
み
続
け
ら
れ
た
町
民
各
位
の
ご
努
力
の
賜
物

と
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

本
年
は
、
復
興
そ
し
て
創
造
と
新
し
い
町
づ
く
り

が
よ
り
一
層
進
み
ま
す
が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
な
ど
の
様
々
な
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
町
を
創
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
我
々
議
会
と
し
て
は
、「
主
権
在

民
」
住
民
の
た
め
の
議
会
と
し
て
、
議
会
や
町
政

に
対
す
る
町
民
皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望
等
を
伺
い
、

そ
の
思
い
を
執
行
機
関
に
届
け
な
が
ら
、
後
世
に

誇
れ
る
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
ま
い
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
本
年
が
更
な
る
復
興
と
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
町
で
20
年
。

変
わ
ら
ぬ
想
い
が
あ
る
。

【
千
葉
　
秀
し
ゅ
う
さ
ん
】

新年のごあいさつ

ネイチャーセンター準備室だより

「コクガンの季節」

「南三陸の好きなところは、みんな人がよいところ」と話す秀さん

秀さんをもっと詳しく知りたい人は、南三陸公式ブログ 南三陸なうをご覧ください。検索南三陸なう

南三陸なう
な人

　今年もたくさんのコクガンが南三陸の海へやっ
てきました。コクガンは国の天然記念物に指定さ
れ、世界で7,000羽ほどしかいないとされる絶滅
危惧種（絶滅危惧Ⅱ類）でもあります。しかし、
南三陸では、浅瀬や港でせっせとアオサなどの海
藻や、アマモなど海草の葉を食べている様子を間
近で観察できます（昨年度、町内でのカウント調
査では200羽以上の飛来が確認されました。今
シーズンも３回ほどカウント調査を予定していま
す）。
　立派な大人のコクガンの背中は真っ黒で堂々と
していますが、昨年産まれた若いコクガンの背中

には白いラインが何本か入り、淡い色合いになり
ます。こうした若いコクガンにとって、遠くシベ
リアから南三陸までの長旅は想像を絶する試練
だったことでしょう。途中で命を落とす若いコク
ガンも少なくないといいます。海辺で若いコクガ
ンを見つけたら、長旅の労をねぎらって温かく見
守ってほしいと思います。

問 農林水産課 ネイチャーセンター準備室　☎25-9703

さ
ら
な
る
復
興
・
創
生
の
た
め
に

南
三
陸
町
議
会
議
長
　
三
浦
　
清
人

復
興
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て

南
三
陸
町
長
　
佐
藤
　
仁

議会 行政
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私が冬休み防災無線放送を担当しました

百寿のお祝い　阿部とよ子さん

　町では、防災行政無線を活用して、冬休みの期間中、子どもたちが安
全に帰宅できるよう帰宅促進放送をしています。
　今回の担当は、歌津中学校３年の佐藤信太郎さん。
　信太郎さんは、放送委員会委員長を務めたいい声の持ち主。今回の
放送は、クラスの推薦で決まったそうです。「放送は緊張したが、上手にで
きた。中学生活も残りわずか。受験に向けしっかりと勉強に励みたい」と
話してくれました。

　12月８日（金）、百寿を迎えた阿部とよ子さんに、町からお祝い金
と花束が贈られました。
　とよ子さんに長生きの秘訣を聞くと、日頃からうがいをするなど
自己管理を徹底してきたことだそうです。食事は、好き嫌いなく何
でも食べ、魚は毎日食します。また、昼食にはパンと牛乳、それにフ
ルーツデザートを食べるそうです。甘いものが大好きなとよ子さ
ん、いつまでもお元気で。
　百寿おめでとうございます。

元宮内庁料理長が腕をふるう
　12月７日（木）、沖田地区集会所で「民謡と踊りのランチタイム」
が行われ、天皇陛下の料理番（宮内庁大膳課主厨長）を務めた高
橋恒雄さんがオリジナル麻婆丼の炊き出しを行いました。
　高橋さんは、47年間宮内庁で料理の腕をふるい平成23年３月
の退職直前に東日本大震災が発生した。宮城県や福島県、最近
では福岡県でボランティアを行ってきた高橋さんは、南三陸町で
も１年半ボランティア活動を続けてきました。
　この日用意されたのは、油麩を使ったオリジナル麻婆丼200
食。集まった住民らは出来たての麻婆丼を「おいしい」「おいしい」
と言いながら幸せそうに味わっていました。高橋さんは、「料理の
基本は『思いやる心』。食べる人を思いやり、素材を思いやる。そ

のことが大切です」と話
します。
　この催しは、NPO法人
きずなの輪（登米市）の
主催で行われ、掛かった
経費は、埼玉県ふじみ野
市で開催された産業ま
つりから、南三陸町の人
たちのために使ってほし
いといただいた寄附で
賄われています。

宮城県知事感謝状
（統計調査員表彰）贈呈
　平成29年度宮城県統計大会が11月15日

（水）、多賀城市民会館で開催され、○入 山の
神平の山内芳

かおる

さんに知事感謝状が贈呈さ
れました。
　山内さんは、統計調査員として、統計の
重要性と意義を深く認識し、常に積極的に
調査に取り組む姿勢が他の模範となるな
ど、多年にわたり統計調査の推進に尽力さ
れました。
　山内さん、おめでとうございました。

南三陸町がもっと便利に、快適に
南三陸道路（南三陸海岸IC ― 歌津IC間）開通

　国が整備を進める三陸沿岸道路南三陸道路のうち、南三陸海岸IC（インターチェンジ）から歌津IC区間4.2キロ
メートルが12月９日（土）開通し、式典が行われました。
　志津川IC、南三陸海岸IC、そして今回の歌津ICの開通によって、仙台方面への時間的距離が短くなり、交流人口
の増加とともに、流通システムの整備による地元産業の振興・発展に期待が寄せられます。

みな
レポ

来賓として駆けつけた
小野寺五典防衛大臣

地元を代表してメッセージを
読み上げる高橋宮

く
倫
り
子
こ
さん

歌津婦人会の皆さんによる
カキ汁の振るまい

▼今回の開通区間と今後の開通予定

いよいよ開通 開通パレード 南三陸ハマーレ歌津での開通記念イベントでは、
伊里前契約会の打囃子が花を添えた
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南三陸にゅーすMINAMISANR IKU  NEWS

震災により住宅を滅失（流失）した人で、現在、住宅に困っている人。

１月４日（木）～17日（水）
・家賃は、部屋の広さや所得（入居者全員分）で異なります。
・申し込み多数の場合は、抽選となります。
・連帯保証人１人を立てていただきます。

町営住宅入居者募集

南三陸町ラムサール条約シンポジウム

住宅名 部屋タイプ 募集戸数 入居者人数

志津川東⑤復興住宅 ２ＤＫ １戸 １人以上
３ＤＫ １戸 ２人以上

志津川中央②復興住宅 ２Ｋ １戸 １人以上

入居条件

募集期間など

問 建設課公営住宅管理係
　 ☎46-1377

　南三陸町では、今年10月にアラブ首長国連邦のドバイで開かれるラムサール条約締約国会議で、日本
初となる「海藻の藻場」でのラムサール条約登録を目指しています。登録推進に向け、シンポジウムを開
催しますので、ぜひご来場ください。

【日時】１月20日（土）　午前10時30分～午後４時
　　　※コクガン観察会の受付は10時から行います。

【場所】南三陸町ベイサイドアリーナ
【内容】❶コクガン観察会（午前10時30分～正午）
 　※観察ポイントまでバスで送迎
 　※ 観察会に参加したい人は、シンポジウム前日までに
　 　　下記問い合わせ先まで申し込みください。
　
 ❷ネイチャーセンター友の会による子どもワークショップ
  （午前10時30分～午後２時30分）
 　•とんでけ！コクガン　•海藻おしば
 　•ラムサールぬりえバッジ　•いきもの手ぬぐい磯しぼり
　
 ❸講演会（午後１時40分～４時）
 　第１部「ラムサール条約湿地、そして未来へ」
 　志津川高等学校自然科学部の活動報告
 　大崎市　おおさき生きものクラブの活動報告
 　ラムサールセンター事務局長　中村玲子氏の講演
 　第２部「さかなクンのギョギョッとびっくり南三陸のおさかな教室」
	 　※講演会の優先入場券の配布について
  １月５日（金）から役場１階農林水産課および歌津総合支所で優先入場券（１人４枚まで）を計300枚配布し

ます。
  また、当日、ベイサイドアリーナで50枚配布します。優先入場券の無い人は、午後１時25分からの入場となり

ます。

問 農林水産課水産業振興係　☎46-1378

　東日本大震災後、南三陸乗合バス町外仮設住宅循環線を運行し、登米市南方仮設住宅の住民の皆さんと南三
陸町を結んでまいりましたが、今年度末をもって南方仮設住宅は解消となる見込みです。
　当該路線は、その役目を終えることから平成30年３月31日をもちまして運行を終了します。これまでのご利用あ
りがとうございました。

　農業委員会等に関する法律が改正され、平成28年４月１日から施行されました。
　南三陸町農業委員会は今年７月から新体制に移行しますので、新制度・新体制についてお知らせします。

❶農業委員の選出方法などが変わります
　	　これまでの農業委員の選出方法は選挙制と町長の選任制を併用していましたが、町長が議会の同意を得て任命
する方法に変わります。

　　•新たな農業委員については、推薦と公募により、候補者を募ります。
　　•農業委員の過半は、原則として認定農業者となります。
　　•農業者以外の者で中立な立場で公正な判断をすることができる利害関係を有しない者を１人以上入れます。
　　•女性や青年も積極的に登用します。

❷農地利用最適化推進委員が新設されます
　	　農業委員とは別に、各地域において農業委員と密接に連携し、農地利用の最適化（担い手への農地利用の集
積、耕作放棄地の発生防止など）に係る現場活動を積極的に行う「農地利用最適化推進委員」を新設します。

　　•農地利用最適化推進委員については、農業委員と同様に推薦と公募を実施し、農業委員会が委嘱します。

❸新体制の委員定数

❹農業委員会業務の重点化
　		　農業委員会の最も重要な業務が、「農地等の利用の最適化の推進」であることが明確化され、必須業務として位
置づけられました。

　推薦・募集の開始（１月15日発行の広報お知らせ版に掲載します）
　農業委員候補者について議会の同意（６月予定）
　町長の任命および農業委員会の委嘱（７月20日）

問 南三陸町農業委員会事務局　☎46-1378

南三陸乗合バス町外仮設住宅循環線の運行が終了します

今年７月から農業委員会の制度が大きく変わります

問 企画課企画情報係　☎46-1371

農業委員定数	 ⇒	 12人
選任委員	 ⇒	 ４人
合　　計	 ⇒	 16人

（選任内訳）議会推薦 ２人
　　　　　ＪＡ推薦  １人
　　　　　農済推薦 １人

現在　（委員任期	平成30年７月19日）

農業委員定数　⇒　９人（△３）

【新設】
農地利用最適化推進委員	⇒	４人

移行後

主な改正のポイント

新制度移行に向けた今後の予定
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起業化計画募集
～新たにスタートするあなたを町は応援します～

起業支援補助金制度

◆応募要件
　次の全ての要件を満たすことが必要です。
• 町内に住所および活動拠点を有する個人、団体また

は法人。
•フランチャイズチェーンに加盟していない人。
•町税などを滞納していない人。

◆対象事業
　次の全ての要件を満たすことが必要です。
• 新たに開始する事業であること（既存の事業者が新

たに他の業種の事業を開始する場合を含む）。
• 地域の資源（人材、技術力、原材料など）を活用して

行う事業で、地域課題の解決など、町の活性化に資
すると認められる事業であること。

•継続が見込まれる事業であること。
• 宗教活動、政治活動、公序良俗に反する活動および

これらに類する事業でないこと。

◆対象経費
①開業準備経費
②施設設備費
③運営経費（対象期間は12カ月以内）
④雇用経費（対象期間は12カ月以内）
　※ ①～④のうち、他の補助制度から補助金などを受けたも

のがある場合は、その経費は除きます。

◆補助額
　補助対象経費の２分の１以内の額

◆限度額
　300万円
［ 開業準備経費・施設設備費（200万円上限）、運営

経費・雇用経費（100万円上限）］

◆応募方法
①応募書類
•応募申込書　•起業化計画書（添付書類を含む）　
•完納証明書
②提出期間　1月９日（火）～31日（水）午後５時
③提出先　商工観光課商工業立地推進係
　※ 起業化計画書提出後、町の起業化計画認定審査会におい

て審査を行い、認定された事業に対して補助金を交付し
ます。

　※ 応募者は、起業化計画認定審査会に出席していただきま
す。審査会の日程などは、通知します。

　※ 完納証明書は、町民税務課で交付申請してください（手数
料がかかります）。

　※ 町ホームページから「起業化計画書」などの様式をダウン
ロードすることができます。

　※詳細は町ホームページで確認ください。

問 商工観光課商工業立地推進係　☎46-1385

　現在工事を進めている竹川原橋橋梁
災害復旧工事において、１月９日（火）か
ら、新しい竹川原橋への交通切り替えを
予定しています。
　通行の際には十分注意してください。

問 建設課土木建築係　☎46-1377

　「起業支援補助金」は、地域資源を活用して新たに事業を始める人を支援する補助制度です。

通行には
十分注意してください

お ら ほ の 教 室納 税

★混雑を緩和するため【受付日C】を地区ごとに指定しています。
　C①（全地区）／C②（入谷）／C③（戸倉）／C④～⑥（志津川）／C⑦～⑧（歌津）

問 町民税務課税務係　☎46-1372

受付日Ａ
漁業や農業を含む事業収入の確定申告をする世帯で、その事業収入が１円～100万円未満までの世帯

〈例〉⃝年金収入や給与収入の他に、100万円未満の漁業（開口など）や農業の収入がある世帯　など。

受付日Ｂ
漁業や農業を含む事業収入の確定申告をする世帯で、その事業収入が100万円以上1,000万円未満までの世帯

〈例〉⃝年金収入や給与収入の他に、100万円以上の漁業（開口など）や農業の収入がある世帯　など。

受付日Ｃ
給与収入や年金収入の確定申告をする世帯（漁業や農業を含む事業収入が全くない世帯）

〈例〉⃝給与収入のみの世帯　⃝年金収入のみの世帯　⃝給与収入と年金収入の両方がある世帯　など。

受付日Ｄ
上記Ａ・Ｂ・Ｃの受付日に来場できない世帯（収入の種類は問いません）
※【重要】例年の状況からかなりの混雑が予想されます

日 月 火 水 木 金 土
2月15日 2月16日 2月17日

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ａ

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｂ
休み

2月18日 2月19日 2月20日 2月21日 2月22日 2月23日 2月24日
南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｃ①

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｂ

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｃ②

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｃ③

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ａ
休み 休み

2月25日 2月26日 2月27日 2月28日 3月１日 3月2日 3月3日

休み
南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｃ④

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｂ

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｃ⑤

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｃ⑥

南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｄ
休み

3月4日 3月5日 3月6日 3月7日 3月8日 3月9日 3月10日
南三陸町役場
第２庁舎

大会議室　Ｄ
休み 歌津総合支所

検診室　Ａ
歌津総合支所
検診室　Ｂ

歌津総合支所
検診室　Ｃ⑦

歌津総合支所
検診室　Ｃ⑧ 休み

3月11日 3月12日 3月13日 3月14日 3月15日

休み 歌津総合支所
検診室　Ａ

歌津総合支所
検診室　Ｂ

歌津総合支所
検診室　Ｄ

歌津総合支所
検診室　Ｄ

午前の部 午後の部
受付日Ａ・Ｂ・Ｃ（①を除く）午前９時～11時30分 午後２時～４時
受付日Ｄ・C（①のみ） 午前９時～午後１時

個人番号確認書類
⃝通知カード　
⃝住民票の写し

（マイナンバーの記載があるものに限ります）
（いずれか１つ）

個人番号確認書類
⃝運転免許証
⃝公的医療保険の被保険者証
⃝パスポート
⃝身体障害者手帳　　 （いずれか１つ）

あらかじめ
、受付日・

場所・時間
を確認して

来場してく
ださい!!

平成29年度　町県民税申告受付日程
★受付できる世帯区分（世帯の収入の種類によって、受付日が違います）

★	マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの人は、マイナンバーカードだけで、本人確認が可能です。
★マイナンバーカードをお持ちでない人は、

確定申告では、個人番号確認書類・本人確認書類が必要です
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事業主の皆さんへ　～給与支払報告書の提出について～

住宅借入金等特別控除の申告教室を開催します

介護保険の要介護認定を受けていて、一定の基準に該当する人は、
所得税・住民税申告で控除を受けられる場合があります

●障害者手帳は持っていないけれど、申告で控除を受けられるの？
　障害者手帳を持っていない人でも、寝たきり状態や重度の認知症で日常生活に支障があり要介護
認定を受けている人は、申請により障害者控除対象者認定を受けられる場合があります。認定された
場合には、町が発行する「障害者控除対象者認定書」によって控除を受けることができます。
※障害者手帳をお持ちの人は、申請の必要はありません。

●介護用のおむつ代は医療費控除の対象になるの？
　おむつ代に係る医療費控除を受ける場合、医師が発行する「おむつ使用証明書」（有料）が必要です
が、要介護認定を受けている人で、前年度以前に医師が発行した「おむつ使用証明書」によっておむつ
代の医療費控除を受けたことがあり、町の保有する要介護認定に当たって主治医が作成した書類に所
定の記載がある人は、申請により町が発行する「おむつ使用証明書」（無料）で控除を受けることがで
きます。
（ ※１度目は医師の記載した有料の「おむつ使用証明書」を使用することになります。町が無料の証明書を発

行できるのは２度目以降です）

※ 制度の対象になるかどうかの確認や申請については、個人情報保護の観点から窓口での対応となります。詳しくは
お問い合せください。

問 保健福祉課高齢者福祉係　☎46-3041

※申告教室は完全予約制です
　予約受付期間／１月４日（木）～25日（木）
　予約方法／電話で希望日時、確定申告する人の氏名・住所をお伝えください（連絡先：町民税務課☎46-1372）
　注意事項／	町の申告会場での申告を予定している人で、住宅借入金等特別控除を受ける人は、必ず申告教室にご参

加ください（参加していない場合、町の申告会場での申告をお断りする場合があります）。

　平成30年度（平成29年分）給与支払報告書の提出は、１月23日（火）までにお願いします。事務処理の
都合上、提出期限を早めていますので、ご注意ください。
　提出対象者は、平成29年中に給与などの支払いをしたパート、アルバイト、法人役員などを含む全ての従
業員です。給与の支払額の多少にかかわらず、全て提出が必要です（平成29年中に退職した人を含む）。
　また、青色事業専従者への給与（年末調整をしている場合も含む）に該当する場合や、源泉所得税がかか
らない場合であっても、提出が必要となります。
　なお、南三陸町では特別徴収を推進しており、「平成30年度給与支払報告書総括表」に特別徴収・普通
徴収の記載がない場合は、特別徴収として対応させていただきます。

【持ち物】
⃝土地、家屋の売買契約書などの写し
⃝土地、家屋の登記事項証明書〈登記簿謄（抄）本〉
⃝年末残高等証明書
⃝	補助金などの交付を受けている人は、その金額
と交付した機関が分かる書類
⃝筆記用具、計算機（電卓など）

お ら ほ の 教 室納 税

場所 日程 時間（所要時間約２時間）
歌津総合支所

検診室
２月１日
（木）

１回目
午後１時30分～

２回目
午後６時30分～

南三陸町役場
第２庁舎 ２階

大会議室

２月２日
（金）

当日必ず持参してください

●確定申告会場
　平成29年分の所得税などの確定申告会場を次のとおり開設します。

【会場】気仙沼税務署　【開設期間】２月16日（金）～３月15日（木）（土日を除く）
　※ 上記の期間以外は申告会場を設置しておらず、少ない職員での対応となります。
　　 長時間お待ちいただくこととなりますので、会場開設期間中にお越しください。

【開設時間】午前９時～午後５時（受付時間は、午前９時～午後４時）
　※ 午前中は混雑しますので、午後の来場をお勧めします。
　　 会場の混雑状況によっては、早めに相談受付を終了する場合がありますので、ご了承ください。
●住宅借入金等特別控除見込者に対する申告相談会
　平成29年中に住宅ローンなどにより自宅を新築した人向けの申告相談会を開催します。

【会場】気仙沼税務署　【開設期間】２月８日（木）～２月15日（木）（土日、祝日を除く）
【開設時間】午前９時～午後５時（受付時間は、午前９時～午後４時）
　※住宅借入金等特別控除の申告に必要な書類は、事前に税務署へお問い合せください。

●医療費控除申告時の添付書類
　平成29年分申告から、医療費控除またはセルフメディケーション税制（医療費控除の特例）の適用
を受ける場合には、支払った医療費などの領収書の添付（または提示）に代えて「医療費の明細書」ま
たは「医薬品購入費の明細書」の添付をしていただくこととなりました。
　※添付などが不要となった医療費の領収書は、５年間自宅での保管が必要です。

●確定申告書用紙の事前送付
　平成28年分確定申告を役場や青色申告会などを通じて提出した人は、平成29年分確定申告より申
告書用紙の事前送付を取りやめ、確定申告に必要な情報を記載した「お知らせはがき」または「お知ら
せ通知書」を送付します。
●自宅での申告書などの作成・提出にご協力を
　申告会場は毎年大変混雑します。自宅での申告書・収支内訳書などの作成と郵送などでの提出に
ご協力ください。
　なお、国税庁ＨＰ（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」を利用すると、24時
間いつでも自宅のパソコンで申告書や収支内訳書を作成することができます。
●国税の相談は、電話相談センターのご利用を
　確定申告関係をはじめとした国税に関する一般的な質問は「仙台国税局電話相談センター」で受け
付けます。税務署へ電話して、音声案内にしたがって番号を選択すると相談センターの職員が質問な
どにお答えします。

問 気仙沼税務署　☎22-6780

町県民税…第４期
国民健康保険税…第８期
介護保険料…第７期
後期高齢者医療保険料…第７期

納め忘れのないよう、早めに準備しましょう！

納付期限
１月31日（水）

口座振替日
1月25日（木）

＊今月の税＊

気仙沼税務署からのお知らせです
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す
。
ま
た
、

震
災
復
興
祈
念
公
園
と
と
も
に
防
災
教
育

の
拠
点
で
あ
り
、
震
災
教
訓
を
伝
承
す
る

た
め
の
（
仮
）
震
災
伝
承
館
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

❷「
子
育
て
支
援
の
充
実
」

　
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
で
本
町
の
人
口

は
１
２
，３
７
０
人
と
、
平
成
22
年
の
国
勢

調
査
か
ら
29
％
の
減
少
と
な
り
、
県
内
で

は
２
番
目
に
高
い
減
少
率
で
し
た
。
人
口

減
少
が
深
刻
化
す
る
中
で
重
要
な
問
題
が

少
子
化
で
す
。
地
域
の
担
い
手
と
な
る
子

ど
も
の
生
ま
れ
る
数
は
、
若
年
層
の
晩
婚

化
、
晩
産
化
や
不
安
定
な
職
業
環
境
な
ど

が
重
な
っ
て
、
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
本
町
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
、
平
成
26
年
に
は
１
・
15
と
全
国
値
の

１
・
42
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
少
子
化
の
抑
制
と
超
高
齢

社
会
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
仕
事
と
子

育
て
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
に
策
定

佐
藤
町
長
が
描
く

　

期
目
の
ス
ト
ー
リ
ー

旧
志
津
川
町
時
代
か
ら
引
き
続
き

町
政
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た

佐
藤
仁
町
長
に
４
期
目
の
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

4
特 集

震災復興祈念公園イメージ図

南三陸にゅーす

　償却資産を所有している人は、毎年１月１日現在の所有状況を、所在する市町村に申告しなければ
なりません。

【受付期間】１月４日（木）～31日（水）（土日、祝日は除く）
【申告書提出先】町民税務課または歌津総合支所
【提出書類】償却資産申告書および種類別明細書

　
　漁業、農業などの自営業者、工場、商店、アパート経営などをしている人が、その事業のために用い
ることができる構築物、機械、装置、工具、備品などのことです（土地、家屋、自動車税、軽自動車税
の課税対象を除く）。

　
　■漁業……………漁船、船外機、漁具など
　■農業……………農機具、ビニールハウス、耕運機など
　■工場……………受変電設備、施盤、溶接機など
　■小売業…………冷蔵庫、陳列棚、レジスターなど
　■不動産業………舗装工事、駐輪場、フェンスなど

　
　太陽光発電設備は、固定資産税の課税対象となる場合があります。以下に該当する場合は、償却資
産の申告が必要です。

※ 昨年までに申告された人には、償却資産申告書を送付しています。新たに申告をするために申告書
が必要な人は、町民税務課資産税係までご連絡ください。また、前年中に資産の増減がなかった場
合でも、償却資産申告書の所定事項に記入のうえ、必ず申告書を提出してください。

問 町民税務課資産税係　☎46-1372

償却資産（固定資産税）の申告は１月31日まで
～平成30年１月１日現在の所有状況を申告～

償却資産とは

業種別の償却資産

太陽光発電設備に係る償却資産の申告

設置者 申告が必要となる場合

個人
（住宅用）

家屋の屋根、土地などに発電出力10キロワット以上の太陽光発電設備を設置して
売電している場合は、事業用資産となりますので申告が必要です。

個人
（個人事業主）

個人事業主が、その事業のために太陽光発電設備を設置した場合は、売電収入に
かかわらず申告の対象となります。

法人 発電出力、売電の有無にかかわらず、事業用資産として申告の対象となります。
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挑
戦
が
日
本
の
未
来
を
切
り
拓
き
、
本
町

で
の
学
び
が
未
来
を
切
り
拓
く
力
に
な
る

よ
う
、
多
様
な
人
材
が
育
つ
町
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

❺「
南
三
陸
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」

　
本
町
の
産
業
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
水

産
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
森
・
里
・
海
の

豊
か
な
地
域
資
源
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
南
三
陸
な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド

を
創
造
し
、
全
国
に
展
開
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
土
台
と
し
て
、
こ
れ
ら
地
域
資

源
に
支
え
ら
れ
た
各
産
業
の
付
加
価
値
を

高
め
、
産
業
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
と
は
、
生
産
物
の
意

味
や
価
値
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
顧

客
に
選
択
さ
れ
続
け
る
仕
組
み
を
創
り
出

し
、
他
地
域
と
の
「
差
別
化
」
を
図
る
こ

と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
南

三
陸
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
本
町
な
ら
で
は

の
生
産
環
境
を
背
景
に
、
生
物
多
様
性
や

持
続
可
能
性
を
評
価
に
取
り
入
れ
た
Ｆ
Ｓ

Ｃ
、
Ａ
Ｓ
Ｃ
の
国
際
認
証
制
度
や
地
理
的

表
示
を
知
的
財
産
と
し
て
登
録
し
、
保
護

す
る
「
地
理
的
表
示
保
護
制
度
」
、
い
わ

ゆ
る
「
Ｇ
Ｉ
」
を
活
用
し
て
、
多
様
な
顧

客
層
の
共
感
を
引
き
出
す
広
い
事
業
展
開

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
農
業
で
も
、
６
次
産
業
化
の
推

進
や
観
光
産
業
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
付
加
価
値
化
を
進

め
る
べ
く
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❻「
交
流
人
口
の
拡
大
」

　
定
住
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
今
、
観

光
客
や
地
域
へ
の
滞
在
者
と
い
っ
た
交
流

人
口
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
人
口
減
少
に

よ
る
影
響
を
緩
和
し
、
地
域
に
活
力
を
も

た
ら
す
上
で
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
本
町
の
観
光
客
入
込
数
は
、
震
災
の
影

響
か
ら
一
時
的
に
年
間
36
万
人
ま
で
低
下

し
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
努
力

も
あ
り
、
現
在
は
震
災
前
の
８
割
程
度
ま

で
回
復
し
て
い
ま
す
。震
災
か
ら
６
年
が
経

過
し
、こ
の
間
、さ
ん
さ
ん
商
店
街
や
ハ
マ
ー

レ
歌
津
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
と
も
に
、７
年

ぶ
り
に
サ
ン
オ
ー
レ
そ
で
は
ま
海
水
浴
場
が

再
開
す
る
な
ど
、交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た

基
盤
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
、
全
国
に
誇
れ
る
質

の
高
い
地
域
資
源
に
加
え
、
震
災
か
ら
復

興
を
目
指
す
プ
ロ
セ
ス
や
地
域
の
生
業
そ

し
た
「
南
三
陸
町
総
合
戦
略
」
に
基
づ

き
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
や
子
育
て
応
援

券
の
支
給
、
子
ど
も
医
療
費
に
係
る
所
得

制
限
の
撤
廃
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
出
生
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
給
食
費
の
段
階
的

な
無
償
化
を
進
め
る
な
ど
、
子
育
て
世
帯

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

❸「
移
住
・
定
住
人
口
の
拡
大
」

　
人
口
流
出
と
出
生
率
の
低
下
が
招
く
人

口
減
少
は
、
地
域
社
会
の
存
続
に
大
き
く

関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
住
民
生
活
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
人
口
構
成
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
町
を
次
の
世

代
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
も
必
要
で

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
特
に
若
年
層
を
中
心
と
し

た
移
住
者
の
呼
び
込
み
を
行
う
た
め
、
子

育
て
施
策
を
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
住
ま
い
の
確
保
と
し
て
、
災
害
公
営

住
宅
の
空
き
戸
、
防
災
集
団
移
転
促
進
団

地
の
空
き
区
画
の
有
効
利
用
、
さ
ら
に
は

働
く
場
所
・
機
会
の
提
供
と
し
て
、
地
元

企
業
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
密
に

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
産
業
の
創
出
に

も
寄
与
す
る
よ
う
起
業
家
支
援
や
創
業
支

援
の
施
策
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

❹「
人
材
育
成
」

　
人
材
育
成
は
未
来
へ
の
投
資
で
す
。
人

口
減
少
、
超
高
齢
社
会
、
厳
し
い
財
政
運

営
と
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
困
難
な
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
も
の

は
、
新
た
な
価
値
の
創
造
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
新
し
い
ま
ち
を
創
出
す
る
た
め
に

は
、
義
務
教
育
段
階
か
ら
の
人
材
育
成
が

重
要
で
あ
り
、
地
域
の
福
祉
や
教
育
、
文

化
の
担
い
手
と
と
も
に
、
地
域
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
で
新
た
な
生
業
や
産
業
を

創
り
出
し
て
い
け
る
地
域
の
つ
く
り
手
、

起
業
家
的
人
材
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
本
町
が
抱
え
る
課
題
は
、
数
十
年
後
に

は
日
本
全
体
の
課
題
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ
の

課
題
を
逆
手
に
と
っ
て
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
町
内
外
の
多
く
の
人
が
「
日
本

の
縮
図
」
と
も
い
え
る
こ
の
南
三
陸
町
で

挑
戦
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
、
本
町
で
の
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
ご
み
の

減
量
化
、
減
容
化
の
推
進
な
ど
環
境
負
荷

の
少
な
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
特
に
、
エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の

挑
戦
を
具
現
化
す
る
た
め
取
り
組
ん
だ

「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
」
は
、
平

成
27
年
度
よ
り
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
と
浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
資
源
と
し
て

処
理
す
る
「
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
」
を
開
始

し
、
こ
れ
に
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
住
民
レ
ベ
ル
で
行
わ

れ
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
契
機
と
な
り
、
産
業
界

に
お
い
て
も
環
境
に
配
慮
し
た
Ａ
Ｓ
Ｃ
、

Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
国
際
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、

エ
コ
タ
ウ
ン
の
実
現
へ
確
実
に
歩
み
を
進

め
て
お
り
、
今
後
は
、
こ
の
歩
み
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
た
め
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦
は
、
廃
棄
物
処

理
施
設
や
最
終
処
分
場
を
持
っ
て
い
な
い

本
町
に
と
っ
て
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い

も
の
で
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
南
三
陸
の

自
然
環
境
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
も
の
が
新
た
な
資
源
に
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
全
体
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」

を
最
大
限
に
活
用
し
た
南
三
陸
な
ら
で
は

の
交
流
事
業
を
展
開
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
情
報
通
信
技
術
が
私
た
ち
の

予
想
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
普
及
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
最
大
限
に
活
用

し
、
情
報
交
流
人
口
も
拡
大
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
情
報
交
流
人
口
を

拡
大
す
る
こ
と
の
目
的
は
、
交
流
促
進
、

定
住
や
二
地
域
居
住
の
促
進
、
特
産
品
の

販
売
促
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
情
報

交
流
人
口
の
増
加
が
進
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
経
済
の
需
要
増
加
、
人
口
流
入

促
進
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
り
、
観
光

立
町
「
南
三
陸
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

❼「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　 

再
構
築
」

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
加

え
、
高
台
移
転
に
伴
う
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
で
、
将
来
的
な
地
域
活
動
の

担
い
手
不
足
な
ど
、
地
域
活
動
の
継
続
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
も
住

民
自
治
の
継
続
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
地

域
で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
課
題
を
、
地
域
と
行
政

が
手
を
携
え
て
担
い
合
え
る
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、住
民
同
士
の
交
流
を
促
進
す

る
よ
う
、平
成
の
森
野
球
場
や
復
旧
を
計
画

す
る
松
原
公
園
な
ど
の
施
設
を
積
極
的
に

活
用
す
る
と
と
も
に
、住
民
相
互
が
助
け
合

う
社
会
構
築
の一助
と
な
る
よ
う
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
総
合
補
助
金
な
ど
新
た
な
支
援
制
度

創
設
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
台
へ
と
移
動
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
賑
わ
い
・
生
業
の
場
で
あ
る
低

地
部
を
結
ぶ
た
め
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
町
民
バ
ス

の
連
携
を
促
進
し
、
町
民
の
利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

❽「
エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦
」

　
平
成
23
年
度
に
策
定
し
た「
南
三
陸
町
震

災
復
興
計
画
」で
、シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の一つ
と
し
て
、「
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

く
り
」を
掲
げ
、エ
コ
タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
、
災
害
時
の

拠
点
と
な
る
公
共
施
設
や
個
人
住
宅
へ
の

 特集　佐藤町長が描く　　期目のストーリー4

ラムサール条約登録を目指す志津川湾
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毎月11日は「南三陸町安全・安心の日」
～１月11日は「家庭内・企業内の防災会議の日」です～

家族や社員の皆さんが一堂に会する場も多いこの時期に、非常食や飲料水の備蓄の状況、非常持出品の保管場
所などについて確認を行いましょう。

家族や社員の皆さんそれぞれの避難場所・緊急時連絡先なども確認し、情報共有しましょう。

町では、非常食や飲料水などの「３日分の備蓄」を強くお願いしています

　町などの公的機関が住民の皆さんの全員分の食料（例：１万５千人×３食×３日＝13
万５千食。乳幼児向けの対応・アレルギー対策なども必要）や飲料水をあらかじめ保管
し、これを迅速かつ的確に行き渡らせることには、限界があります。
　この機会に、３日分としてどういったものをどのくらい備蓄しているかについて確認
し、家族や社員の皆さんでその情報を共有しましょう。
　大規模な災害の発生時に限らず、停電などの際にも役立ちます。皆さんのご理解と
ご協力を強くお願いします。

安全な高台などの避難・集合場所、
緊急時の連絡方法・連絡先を確認しましょう

　より高い場所・より安全な場所について話し合い、確認しましょう。また、
家族が仕事に出た後や社員の皆さんが社外に出ている場合に、それぞれ
が避難を予定する場所などの情報を共有しましょう。
　こうした取り組みは、大規模な災害の発生時における迅速な安否確認
にも役立ちます。

　減災は、皆さんお一人お一人、そして家庭や企
業における取り組みが基本となります。今年１年
も、自助・共助の取り組みについてよろしくお願い
します。　

問 危機管理課住民安全係　☎46-1376

20歳になったら国民年金の加入手続きが必要です

　日本国内に在住している20歳以上60歳未満の人は、国民年金
の被保険者となります。20歳になれば一部の人を除き、市区町村
で国民年金第１号の加入手続きをすることが必要です。国民年金
は、公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年金受給年齢
になったときや年金受給年齢前に病気やけがで重い障害が残っ
たときなどに年金を受け取ることができる重要な制度です。

◎加入手続きが必要な人は
　学生や自営業者などの人で、20歳になって第１号被保険者と
なる人（学生、自営業者、農漁業者、無職の人も含まれます）は、
住民登録している市区町村で手続きをしてください。公務員、社
会保険加入者の人は第２号被保険者となり、勤務先の事業所が
加入手続きを行いますので、個別の手続きは必要ありません。

【日時】１月10日（水）　午前10時～午後３時30分
【場所】役場１階会議室　※石巻年金事務所へ事前予約をしてください。

◎保険料は月額１６,４９０円（平成29年度）です
　国民年金の第１号被保険者の平成29年度の保険料は月額
１６,４９０円です。
　国民年金保険料を未納のままにしていると、将来受け取れる
年金額が少なくなるばかりでなく、障害基礎年金・遺族基礎年
金などを受けられない場合があります。

◎保険料の猶予・免除制度について
　「学生納付特例制度」は、所得がない学生が本人の申請によ
り保険料の納付が猶予される制度です。また、学生以外の一般
の自営業者などは、経済的な理由などによって保険料の納付
が困難なときに、本人の申請によって「保険料免除制度」や「若
年者納付猶予制度」を利用することもできます。

新成人の皆さんへ

問 石巻年金事務所　☎0225-22-5115 / 町民税務課戸籍住民係　☎46-1373

〈今月の年金相談会〉

※ローリングストック（循環備蓄）のすすめ
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MINAMISANR IKU  NEWS 南三陸にゅーす

代表監査委員 芳賀　長
ちょう

恒
こう
（　 鏡石）　［任期：平成27年４月29日～平成31年４月28日］

議会選出監査委員 後藤　清
せい

喜
き
（　 原）　　［任期：平成29年11月14日～平成33年11月５日］

■選挙管理委員会委員
 ［任期：平成29年11月18日～平成33年11月17日］

委員長 髙橋　直一郎 （　 田の頭）
委員長職務代理者 及川　正之　（　 林）

委員 二階堂　洋
よう

子
こ

（　 中野）
委員 工藤　庄

しょう
悦
えつ

　（　 上の山）

■教育委員会委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
委員

（教育長職務代理者） 小
お

島
じま

　孝
たか

尋
ひろ
（　 田尻畑）　［任期：平成27年11月19日～平成31年11月18日］

委員 小
お

畑
ばた

　政敏（　 大久保）　［任期：平成29年11月19日～平成33年11月18日］

委員 山内　義
よし

申
のぶ
（　 伊里前）　［任期：平成26年11月19日～平成30年11月18日］

委員 佐藤　眞
ま

理
り
（　 町）　　　［任期：平成29年11月19日～平成32年11月18日］

図書館資料を使って

　　　　　　　　　を調べました！
　図書館資料をはじめさまざまな情報を活用した調べる学習を
通じて、自らが考え、判断し、表現する力を育むとともに、図書館
の有効利活用と子どもの心の成長を図る目的で開催しました。応
募総数は159点（小学生150点、中学生９点）で、独自の調べ方で
作品を仕上げたり、時間をかけて実験や観察を行ったりするなど、
まとめ方が丁寧な作品が見られました。
　１月14日（日）まで南三陸町図書館で作品展を開催しています。 　町では人口減少対策として都市部などからの移住を促進

していますが、住宅が不足しているため、空き家バンクを開
設しました。空き家バンクでは売りたい・貸したい住宅の情
報を町のホームページなどを通じ移住希望者へ提供するほ
か、改修費補助などの助成制度も用意しています。
　空き家登録を検討している人は、お気軽にご相談くださ
い。また、空き家情報の提供もお待ちしています。

■固定資産評価審査委員会委員
　［任期：平成29年11月18日～平成32年11月17日］

委員長 西條　勗
つとむ

　（　 町）
委員長職務代理者 及川　透

とおる
　（　 廻館）

委員 阿部　和
より

夫
お
（ 　峰畑）

問 南三陸町図書館　☎46-2670

空き家バンクに登録しませんか

委員に異動がありました

問 企画課 地方創生・官民連携推進室　☎46-1371

志○
志○
歌○
戸○

入○
戸○

戸○

　各種行政委員会委員に異動がありましたのでお知らせします。
　また、異動がない委員についても参考までに一覧を掲載します。（敬称略）

■監査委員

歌○

歌○ 歌○
志○ 志○

志○

●空き家バンク仲介手数料助成金
　空き家バンクの物件登録の取引に係る仲介に要す
る費用助成
　仲介事業者に支払う仲介手数料の額・・・上限５万円
●空き家バンク登録奨励金
　空き家バンクに物件登録した場合、空き家の所有者
に奨励金を交付
　空き家１軒につき・・・２万円
　※ただし、空き家バンクに１年以上登録すること

●空き家利用促進事業補助金

　空き家バンクに登録された物件を所有者または利
用者が行う改修などの費用補助
　①住宅改修工事・・・補助率１／２　上限40万円
　　補助対象：台所、浴室、便所、内装、屋根、外壁など。
　　 以下の条件に当てはまる場合は、補助金の加算あり
　　◎中学生までの子どもがいる世帯・・・・・10万円
　　◎町内の事業者に工事を発注する場合・・・10万円
　②不用品整理・・・上限10万円
　　補助対象：不用品の整理、処分および撤去経費

各種支援制度

　平成25年５月25日、南三陸町にチリのイースター島の原石を使った
世界初となる本物のモアイ像が贈られました。その後モアイは、日々変
わりゆく町の復興状況を旧さんさん商店街から見守ってきました。
　この度、このモアイ像を移設します。場所は、現在のさんさん商店街の
一角で、２月末までには移設が完了する予定です。
　なお、今回の移設は一時的なもので、最終的な設置場所は、さんさん
商店街から南側（海側）の敷地に、平成32年度ごろ移設する予定です。

問 企画課企画情報係　☎46-1371

モアイが動きます

なぜ？ どうして？

入賞区分 作品名 学校名 学年 氏名

小学生

低学年の部

最優秀賞 虫をたべる草 入谷小 ２年 工藤　光
ひ

奈
な

乃
の

優秀賞 仙台七夕まつりについて 入谷小 ２年 小野寺　愛
あ

優
ゆ

小学生

中学年の部

最優秀賞 どうして南三陸にモアイがいるの？ 志津川小 ４年 西城　美咲

優秀賞 野菜を干したらどうなるの？ 戸倉小 ３年 及川　姫
き ら ら

星

奨励賞 身のまわりにある点字 戸倉小 ３年 佐藤　碧
あおい

小学生

高学年の部

最優秀賞 蛍はどこに生息するのか 志津川小 ６年 遠藤　莉子

優秀賞 みそはどうやってできるの？ 入谷小 ５年 工藤　奈々

奨励賞 戦争についてもっとくわしく調べてみよう！ 入谷小 ６年 阿部　葵
あおい

中学生の部

最優秀賞 世界の常識とは？ 歌津中 ３年 小
お

山
やま

　知
とも

美
み

奨励賞 リサイクルされるまで 志津川中 １年 渡邊　晴
はる

南
な

奨励賞 日本の美しい自然 志津川中 １年 三浦　和佳子

（敬称略）●第2回「南三陸町図書館を使った調べる学習コンクール」入賞者

？ ！
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産まれたら
遊びに来ようね～

ばぁば、
もってて～

情報ボックス

子育て支援センター

入谷ひろば
【日時】１月10日（水）　午前10時～11時30分
【対象】未就園児とその保護者、祖父母
【場所】入谷公民館和室

施設だより

●こころの湯
【利用時間】午後2時～9時
【定休日】月・金曜日
【料金】大人300円　高校生以下200円
【お風呂の日】
　毎月26日はお風呂の日。料金は誰でも１人100円
です。当日は午後２時から５時まで体験交流室を休憩
場所として無料開放します。
※今月のお風呂の日は金曜日ですが、休まず営業し
ます。

平成の森

【開館時間】午前９時～午後５時ほっと図書館

●おはなしでてこい
【日時】１月６日（土）午前10時～
【場所】南三陸町図書館
【内容】昔話、紙芝居、絵本などの読みきかせ
【対象】幼児、小学生、一般
【定員】10人

●第２回「南三陸町図書館を使った調べる学習
コンクール」作品展

【期間】１月14日（日）まで
【場所】南三陸町図書館

問 南三陸町図書館　☎46-2670

ベイサイドアリーナ
●健康教室

【共通事項】開始時刻10分前までに直接事務所
で申し込みください。
 参加対象は18歳以上で、トレーニングウエア、
室内シューズ、タオル、ドリンクを準備ください。
⃝いきいき運動　健康塾

【日時】毎週木曜日　午前10時～10時45分
【料金】１回821円、月４回2,972円
　　　初めて利用の人540円

【内容】運動機能を改善し何気ない生活運動が
楽になるようサポートします。
⃝レッスンアラカルト

【日時】毎週木曜日　午後７時～７時45分
【料金】１回821円、月４回2,972円
　　　初めて利用の人540円

【内容】１月４日、18日は、フィットビクス健舞塾
（エアロビクスとボクシング動作と筋力トレーニ
ングを合わせたよくばりプログラム）
　１月11日、25日は、美容ヨガ健美塾（ヨガの動
きに骨盤の動きをプラスした美容に効くプログ
ラム）

●トレーニング室　新春おたのしみ抽選会
　１月４日（木）から先着50人限定で抽選会を開催！
　なくなり次第終了となりますので、お早めにご利
用ください。

●トレーニング室利用案内
【営業時間】平日　午前9時～午後8時30分
　　　　　土日祝日　午前9時～午後6時

【休館日】毎週火曜日
【利用料金】1回券300円、 
　　　　　回数券（11枚綴り）3,000円

【持ち物】トレーニングウェア、室内シューズ、
　　　　タオル、ドリンク

【対象】高校生以上

問 ベイサイドアリーナ　☎47-1131

●キャンプ場からのお知らせ
　冬季期間につき、３月末までキャンプ場は
使用できません。

問 平成の森管理事務所　☎36-3115　

広いスペースで
ハイハイの練習中☆

子育て支援センターでは、子どもが安全に伸び伸びと遊べ、
季節の行事や生きる力を共に学ぶ活動を行っています。
また、町のホームページに毎月のお便り、行事予定を掲載しています。

※土日、祝日はお休みです。　※子どもの水分補給として飲み物を持ってきてください。
※地域子育て支援センターでは、毎週木曜日にお楽しみ行事を行っています。

地域子育て支援センター
（総合ケアセンター南三陸2階）

戸倉地区
子育て支援センター

歌津地区
子育て支援センター

☎46-3042 ☎28-9366 ☎28-9656

午前10時～午後3時

施設開放:月～金曜日 施設開放:月～水曜日 施設開放:水～金曜日

　これから“パパ・ママ”になる人、これから“じぃじ・ばぁば”になる人。そし
て何より、これから“ママ”になる妊婦さん1人での利用も大歓迎
・産まれてくる子どもと、どう関わればいいの？
・どのように遊べばいいの？
・こんなときはどのようにすればいいの？
という不安や悩み、子育てについて子ども（孫）が誕生する前に、支援セン
ターに来ている先輩パパ＆ママの話を聞きに遊びに来てくださいね！
　ハイハイをする前の小さい子どもでも、遊べるスペースがあります。
　これからの寒い季節、外に出るのも大変ですが、だからこそリフレッ
シュも兼ねてのご利用をお待ちしています。

遊びにきて～♪
子どもが一緒じゃないと利用できない？そんな事はありません！
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情報ボックス 相　談相　談

1月　無料相談

相談項目 日時 場所・相談内容など 連絡先

行政相談 11日（木）
25日（木） 10：00～15：00 総合ケアセンター南三陸2階相談室

総務課総務法令係
☎46-1370

無料法律相談 28日（日）
毎週火・木曜日 10：00～16：00

法テラス南三陸出張所
相続、金銭、住まい、男女間トラブルなど法律に関する相談

法テラス南三陸
☎050-3383-0210

求職・求人相談 月・水・金曜日 9：00～16：00
役場1階無料職業紹介所
無料の職業相談

無料職業紹介所　
☎29-6215

消費生活相談 火・木曜日 9：00～15：00
役場1階消費生活相談所
消費生活に関する相談

消費生活相談所
☎29-6215

生活相談 11日（木）
25日（木） 10：00～15：00 総合ケアセンター南三陸2階相談室

保健福祉課社会福祉係
☎46-2601

人権相談
①11日（木）

25日（木）
②16日（火）

10：00～15：00
①総合ケアセンター南三陸2階相談室
②歌津総合支所相談室

保健福祉課社会福祉係
☎46-2601
歌津総合支所住民福祉係
☎36-2111

生活困窮者相談
①18日（木）
②11日（木）

25日（木）
13:00～15:00

①総合ケアセンター南三陸2階相談室
②歌津総合支所相談室

自立相談支援センターひありんく　
☎0229-25-5581　
※夜間などの時間帯（18：30～9：
30）は、「よりそいホットライン」
☎0120-279-226

こころの
健康相談 19日（金） 13:30～15:30

総合ケアセンター南三陸
眠れない、イライラする、気持ちが落ち込んでいる、やる気
が起きないなどで困っている人
相談医：こだまホスピタル　後藤雅智先生
※予約期限12日（金）まで

保健福祉課健康増進係
☎46-5113

健康相談

９日（火）
12日（金）
16日（火）
19日（金）

10：00～11：30

＝９日（火）伊里前復興住宅集会所
12日（金）馬場中山生活センター
16日（火）戸倉復興住宅集会所
19日（金）志津川西復興住宅第1集会所
看護師・保健師・栄養士による健康相談
※お薬手帳・健康手帳をお持ちください。

保健福祉課健康増進係
☎46-5113

妊婦相談
赤ちゃん相談 毎週月曜日 13:00～17:00

総合ケアセンター南三陸
妊婦さんの相談、子どもの発育や育児に関する相談など

保健福祉課健康増進係
☎46-5113

アルコール相談
家族教室 16日（火）

家族教室
13:00～14:30　

専門相談
14:30～16:00

気仙沼保健福祉事務所
お酒の飲み方や、周りの人との関係などで困っている人（本人・
家族・周囲の人）の相談に応じます。
相談員：東北会病院　大和田相談員　※予約期限９日（火）

保健福祉課健康増進係　
☎46-5113　
気仙沼保健福祉事務所　
☎21-1356

思春期・
ひきこもり相談 11日（木） 13:30～17:00

気仙沼保健福祉事務所
思春期や引きこもり問題について、専門員が相談に応じます。　
相談員：小原聡子先生（精神科医）
※予約期限9日（火）

保健福祉課健康増進係
☎46-5113
気仙沼保健福祉事務所
☎21-1356

HIV・クラミジア
梅毒検査

第1回
10日（水）

第2回
24日（水）

13:00～14:30

気仙沼保健福祉事務所
エイズ、クラミジア、梅毒に感染しているかどうかを調べる血液
検査（匿名で受けることができます）
※個別対応は、事前予約が必要です。
予約期限：第1回　＝５日（金）まで
　　　　 第2回　19日（金）まで

気仙沼保健所
☎22-6662

食生活相談 毎週
月～金曜日 8:30～17:00

総合ケアセンター南三陸
子どもから高齢者までの食事に関する相談など（来所または電
話相談）。※来所相談希望の人は、事前予約をお願いします。

保健福祉課健康増進係
☎46-5113

がん
なんでも相談

毎週
月～金曜日 9:00～16:00

宮城県対がん協会
がんに関する悩み、不安、疑問など、医師または看護師が無料
で相談に応じます。がん患者とその家族、友人など誰でも相談
できます。

宮城県がん総合支援センター
☎022-263-1560

健康と福祉

保健行事 開催日 受付時間 会場 対象者
３～４カ月児

健康診査 12日（金） 12:45～13:00 総合ケアセンター
南三陸 平成29年８月～９月生まれ

１歳６カ月
健康診査 22日（月） 12:45～13:00 総合ケアセンター

南三陸 平成28年５月～６月生まれ

母子手帳・
予防接種予診票

の交付
毎週月曜日 13:00～17:00

総合ケアセンター
南三陸　

※歌津総合支所

＊ 指定日以外での交付または歌津総合支
所での交付を希望する人は事前に連絡
をお願いします。

＊ 母子手帳交付時の持ち物：マイナンバー
カード、または通知カード(通知カードの
場合は、顔写真付の身分証明書が必要
です)。

＊ 各種健診の対象者には、個別に通知しています。また、前回健診を受けていない人は上記の健診を受けることができます。
問 保健福祉課健康増進係　☎46-5113

月の保健行事1

日救急当番医休 科休日当番医歯

午前9時～午後5時
ただし、医療機関により一部診療時間が異なりますので、
あらかじめお問い合わせください。

南三陸町：午前9時～正午
気仙沼市：午前9時～午後5時
　　　 （最終受付、午後4時30分）

診療時間 診療時間

１日（月・祝）
大友病院（三日町） 22-6868
おだか医院（田中前） 22-3210

７日（日） 葛内科胃腸科医院（田中前） 22-6750

８日（月・祝）
齋藤外科クリニック（東新城） 22-7260
鈴木医院（長磯原ノ沢） 27-2315

14日（日） 森田医院（八日町） 22-6633

21日（日）
気仙沼市立本吉病院（本吉町津谷明戸） 42-2621
すがわら内科クリニック（松崎萱） 25-8825

28日（日） 村岡外科クリニック（田中前） 23-3990

１日（月・祝） ファミリー歯科医院（田中前） 24-2822
２日（火） 佐藤歯科医院（唐桑町馬場） 32-2309
３日（水） 菅原歯科医院（南郷） 24-1818
７日（日） 鈴木歯科医院（赤岩五駄鱈） 22-0827

８日（月・祝） 菅原歯科医院（南郷） 24-1818
14日（日） 山谷歯科医院（本吉町津谷新明戸） 42-3577
21日（日） 鈴木歯科医院（赤岩五駄鱈） 22-0827
28日（日） 千葉歯科医院（東新城） 22-1360

７日（日） 歌津仮設歯科診療所（枡沢） 36-3717
●南三陸町●気仙沼市

●気仙沼市 
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虫歯ゼロの子集まれ！健
康
相
談
会「
ま
ち
の
保
健
室
」

【
日
時
】１
月
18
日（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

【
場
所
】ウ
ジ
エ
ス
ー
パ
ー
南
三
陸
店
フ
ー
ド
コ
ー
ト

【
内
容
】保
健
師・看
護
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
個

別
相
談
な
ど

※
お
薬
手
帳
、健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

☎
4
6
︲
5
1
1
3

南
三
陸
母
子
支
援
マ
マ
か
ふ
ぇ

　
楽
し
く
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、日
頃
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
や
気
晴
ら
し
の
お
し
ゃ
べ
り
を
し

ま
せ
ん
か
？

【
日
時
】１
月
13
日（
土
）

【
時
間
】午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】平
成
の
森
ア
リ
ー
ナ

【
対
象
】乳
幼
児
か
ら
中
高
生
ま
で（
小
さ
い
子
ど

も
は
保
護
者
同
伴
）

【
内
容
】自
由
に
走
り
回
っ
た
り
、折
り
紙
、お
絵
か

き
な
ど
。

【
持
ち
物
】上
靴

●
申
込
先
　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
古
川
中
央
店
　

☎
0
9
0
︲
2
3
6
9
︲
3
9
3
9

ふ
れ
あ
い
花
山
キ
ャ
ン
プ・冬
編

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
を
対
象
に「
ふ
れ
あ
い
花

山
キ
ャ
ン
プ
冬
編
」を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
】１
月
27
日（
土
）～
28
日（
日
）

１
泊
２
日

【
会
場
】国
立
花
山
青
少
年
自
然
の
家

（
栗
原
市
花
山
）

【
集
合
場
所
】JR
仙
台
駅
東
口　
午
前
９
時（
会
場

ま
で
貸
し
切
り
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
）

【
料
金
】無
料（
申
込
多
数
の
場
合
、抽
選
）

【
持
ち
物
】動
き
や
す
い
服
装
、防
寒
着（
帽
子・手

袋
）、着
替
え
、上
履
き
、洗
面
用
具
、洗
面
タ
オ

ル
、バ
ス
タ
オ
ル
、長
靴

【
申
込
方
法
】１
月
12
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァッ
ク
ス
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。折
り
返
し
所
定

の
参
加
申
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
申
込
先

　
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
母
子
福
祉
連
合
会

☎
0
2
2-

2
9
5-

0
0
1
3

F
A
X
 0
2
2-

2
5
6-

6
5
1
2

N
P
O
の
た
め
の
決
算
書
作
成

初
級
講
座
in
大
崎

　
期
末
や
総
会
前
に
慌
て
な
い
よ
う
に
、決
算
書

作
成
に
向
け
て
の
不
安
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
！
決

算
書
類
の
作
成
の
段
取
り
や
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、初
め
て
担
当
す
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、復
習
し
た
い
人
に
も
お
勧
め
で
す
！

【
日
時
】１
月
30
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】大
崎
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

３
階
大
会
議
室

【
定
員
】20
人　
【
参
加
費
】8
0
0
円（
税
込
）

【
持
参
品
】筆
記
用
具
、電
卓

【
申
込
方
法
】電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
。団
体
名
、参

加
者
氏
名
、電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問 

み
や
ぎ
N
P
O
プ
ラ
ザ 

担
当
：
長
山

☎
0
2
2
︲
2
5
6
︲
0
5
0
5
／

メ
ー
ルnpo@

m
iyagi-npo.gr.jp

平
成
30
年
４
月
よ
り

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」が
開
始

さ
れ
ま
す

■
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は

　
有
期
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年
を
超

え
た
と
き
は
、労
働
者
の
申
し
込
み
に
よ
り
、期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
契
約（
無
期
労
働
契
約
）に
転

換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
で
す
。通
算
５
年

の
カ
ウ
ン
ト
は
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
開
始

し
た
有
期
労
働
契
約
が
対
象
で
す
。原
則
と
し
て
、

契
約
期
間
に
定
め
が
あ
る「
有
期
労
働
契
約
」が
同

一の
会
社
で
通
算
５
年
を
超
え
る
全
て
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。契
約
社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
、派
遣
社
員
な
ど
の
名
称
は
問
い
ま

せ
ん（
労
働
契
約
法
第
18
条
：
平
成
25
年
４
月
１

日
施
行
）。

■
企
業
の
皆
さ
ん
へ

（
特
に
有
期
契
約
労
働
者
を
雇
用
し
て
い

る
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

● 

無
期
転
換
ル
ー
ル
へ
対
応
す
る
準
備
は
お
済
み

で
す
か

● 

無
期
転
換
ル
ー
ル
へ
の
対
応
は
、中
長
期
的
な

人
事
管
理
も
踏
ま
え
、無
期
転
換
後
の
役
割
や

労
働
条
件
な
ど
を
検
討
し
、 

社
内
規
定
を
整
備

す
る
な
ど
、一定
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

●  

ま
だ
準
備
が
進
ん
で
い
な
い
場
合
は
早
急
に
取

り
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

※
無
期
労
働
契
約
の
労
働
条
件（
職
務
、勤
務
地
、

賃
金
、労
働
時
間
な
ど
）は
、別
段
の
定
め（
労
働
協

約
、就
業
規
則
、個
々
の
労
働
契
約
）が
な
い
限
り
、

直
前
の
有
期
労
働
契
約
と
同一と
な
り
ま
す
。労
働

条
件
を
変
え
る
場
合
は
、別
途
、就
業
規
則
の
改
定

な
ど
が
必
要
で
す
。

■
有
期
労
働
契
約
で
働
く
皆
さ
ん
へ

● 

平
成
30
年
４
月
以
降
、有
期
労
働
契
約
で
働
く

多
く
の
人
に
、無
期
転
換
申
込
権
の
発
生
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

● 

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
に
転
換
す
る
こ

と
で
、雇
用
が
安
定
し
、安
心
し
て
働
き
続
け
る

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

● 

ま
ず
は
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル・権
利
に
つ
い
て
知

り
、自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
選
択
肢
の
１
つ
と

し
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
雇
止
め
に
つ
い
て

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
適
用
を
避
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
す
る
前
に
雇

止
め
を
す
る
こ
と
は
、労
働
契
約
法
の
趣
旨
に
照
ら

し
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、有

期
労
働
契
約
の
満
了
前
に
使
用
者
が
更
新
年
限
や

更
新
回
数
の
上
限
な
ど
を一方
的
に
設
け
た
と
し
て

も
、雇
止
め
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。

問 

宮
城
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部

☎
0
2
2
︲
2
9
9
︲
8
8
4
4

宮
城
県
立

気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校

平
成
30
年
度
普
通
課
程
学
生
募
集

【
科
名
】自
動
車
整
備
科
、オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

【
内
容
】自
動
車
整
備
科
：
２
級
自
動
車
整
備
士

と
な
る
た
め
の
知
識
や
技
能
の
修
得

　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
：
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
簿

記
会
計
な
ど
の
知
識
や
技
能
の
修
得

【
対
象
】高
等
学
校
な
ど
を
卒
業（
見
込
み
）お
よ
び

一般
の
人

【
募
集
人
数
】定
員
15
人
か
ら一般一次
選
考
ま
で
の

合
格
者
を
除
い
た
人
数

【
訓
練
期
間
】自
動
車
整
備
科
２
年
間
、オ
フ
ィ
ス

ビ
ジ
ネ
ス
科
１
年
間

【
募
集
期
間
】１
月
10
日（
水
）～
31
日（
水
）

【
選
考
日
】２
月
16
日（
金
）（
面
接
お
よ
び
学
科
試
験
）

【
費
用
】授
業
料（
年
額
）1
1
8
︐8
0
0
円
、入

学
金
5
︐6
5
0
円
、入
学
者
選
抜
手
数
料
2
︐

2
0
0
円
、テ
キ
ス
ト
代
な
ど

問 

宮
城
県
立
気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校
　

☎
2
2
︲
7
0
6
8

酉
とり

抜
ぬき

 新
あら

太
た

くん 佐藤 夏
なつ

姫
き

ちゃん 後藤 柚
ゆず

桜
さ

ちゃん 三浦 琴
こと

花
は

ちゃん

山内 華
は

名
な

ちゃん小
お

山
やま

 一
いっ

誓
せい

くん菅原　蓮
れん

くん

南 三 陸 警 察 署 か ら の お 知 ら せ

１月10日は「110番の日」

■農薬の保存管理
　海外では爆弾テロ事件により多くの人が犠牲となって
いますが、爆発物の原料となり得る化学物質は薬局やホー
ムセンターなどで販売されているほか、農作業で使用する
化学肥料も爆弾の材料として悪用される恐れがあります。
　これらの化学肥料が爆弾テロなどに悪用されないよう
農薬などは鍵の掛かる場所に保管し、盗難防止にご協力を
お願いします。

問 南三陸警察署　☎46-3131

110番は事件・事故があったときの警察への緊急通報用の電話です

3歳児健康診査で、虫歯のなかった子どもたちを紹介！

❶  事件・事故の被害に遭ったり、見たりした場合には、す
ぐに通報する。

❷ 非通知にせず、110番通報する。
❸  住所が分からない場合は、近くの建物やお店の名前

を伝える。
　  自動販売機にも住所が表示してあるステッカーが貼

られているものがあります。
❹  指令室から折り返し電話することがあるので、110番

通報した際はすぐに留守番電話にしない。
❺  110番通報をするときには、落ち着いて、周りに危険

がないか確認してから110番をかけましょう。
以上の点を守ると、現場に警察官が向かう際、または到
着した際に非常に大きな助けになります。

110番通報のポイント 　いたずらの通報は110番だけではなく、警察署に直接か
けてくるものもあります。そのことで、緊急の事件・事故へ
の対応が遅くなります。110番通報や警察署へのいたずら
通報は絶対にやめましょう!!

ま
ち
の
保
健
室

ピンク色の
のぼり旗が
目印です
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米寿の顔
米寿［満87歳（数え88歳）］を

迎えた皆さんを紹介するコーナー！
なお、掲載を希望した人のみ掲載しています。

平成29年11月届出分
※ 戸籍のまどは、掲載を希望した人のみ
　掲載しています。　（敬称略）

人口のうごき

ご結婚おめでとう

お誕生おめでとう

お　悔　み

11月末
現在

男 女 計 世帯数 出生 死亡
6,507 6,735 13,242 4,573 2 25

前月比 -10 -3 -13 8 -4 4

行 政 区 氏　名 どこから
十区 西 城 　 健

け ん

一
い ち

菅 原 　 有
ゆ う

香
か

四区

行 政 区 氏　名 保護者
石泉 山 内 　 星

ほ し

乃
の

元気・里美
泊浜 三 浦 　 莉

り

那
な

渉・亜似沙

行 政 区 氏　名 満年齢
館浜 千 葉 ナ カ コ 77 歳
荒西 久 保 田 要

よ う

司
し

78 歳
林 佐 藤 平

へ い

八
は ち

郎
ろ う

82 歳
林 千 葉 　 　 昭

あきら

59 歳
石泉 佐 藤 と め の 92 歳

伊里前上 佐 々 木 あ き 子 96 歳
泊浜 佐 々 木 正

ま さ

利
と し

64 歳
寄木 畠 山 　 安

や す

夫
お

86 歳
泊浜 及 川 　 昭

あ き

代
よ

75 歳
港 鎌 田 ひ で よ 99 歳

名足 及 川 千
ち

代
よ

春
は る

88 歳
泊浜 阿 部 　 誠

せ い

一
い ち

82 歳
一区 元 木 　 正

ま さ

雄
お

94 歳
沼田 鈴 木 テ ル 子 89 歳

津の宮 佐 々 木 　 郁
かおる

80 歳
石泉 佐 藤 　 　 萬

よろず

83 歳
名足 及 川 か つ よ 92 歳
本浜 鈴 木 の

の

ふ
ぶ

子
こ

93 歳
石泉 佐 々 木 泰

た い

七
し ち

84 歳
八区 山 内 　 卓

た く

夫
お

79 歳
天王山 佐 藤 　 ゆ き 94 歳
津の宮 澤 田 　 　 力

ちから

62 歳

戸 籍 の ま ど

南三陸・石巻北上フィールドミュージアム運営協議会プログラムVOL.22
三陸復興国立公園南三陸金華山地区での自然とふれあう企画、第22弾。

　イヌワシの生息地確保にもつながり、山火事の延焼防止にも
なる森のトレイル（自然歩道）を整備します。タオル、軍手もしく
は作業用グローブ、昼食、飲み水、健康保険証を持参の上、作
業ができて、体温調節が可能な服装、防寒着、山を歩ける靴で
お越しください。荒天の場合は中止、前日までに連絡します。

（協力：ネイチャーセンター友の会）

　東北の奇祭として全国的にも知られている小正月の風物詩「やや祭り」が、
１月14日午後１時より千

ち
河
が

原
わら

八幡神社で行われます。この祭りは、起源こそ分
かっていませんが、弥生時代に在位した第15代応神天皇の第二皇子・大山
守
もりのみこと

命が皇位継承争いで追われ、千河原の妊婦にかくまってもらった際「私はた
とえ死んだとしても神となりお前の身を守ってやろう。また、世の産女の安産
を祈ってやろう」と言い残した伝説が由来とされており、無病息災や身体堅
固、安産を祈願しています。
　当日は、小学校入学前から中学３年生の子どもまでが、呼び出しに従って１
人ずつ公民館前の舞台にあがり手桶で冷水を浴びます。そして、集落内を回
り、神社へ。その頃神社では、高校１年生以上の若者たちによるお百度参りが
始まります。
　体を真っ赤にしながら歯を食いしばって頑張る子どもたちの姿に心を打た
れること間違いなし！ぜひ、子どもたちの勇姿を見にお越しください！

　東日本大震災で大きな被害を受けた東北各地
を励まそうと、市町村を訪ねるＮＨＫ・ＢＳプレミアム
の番組「きらり！えん旅」で、歌手の八代亜紀さんが
南三陸町にやってきます。そこで今回、八代亜紀さ
んに南三陸町の良さをアピールしてくれる出演者
を募集します。お勧めの風景や隠れた穴場、伝統の地元料理や芸能、自慢の特
技などでもてなしたい人、その他、南三陸町のこんな魅力を伝えたいというアイ
デアのある人、復興に尽力している人・グループなど、アピールしたい内容と連
絡先をはがきまたはファックス、メールなどで応募ください。自薦、他薦は問いま
せん。南三陸町の素晴らしさを、全国に広めてください！

【応募先】〒150-0047　東京都渋谷区神山町５－20　神山町小川ビル
　　　　（株）ＮＨＫプラネット「きらり！えん旅」係
　　　　FAX　03-3485-3984　／メールentabi@nhk-pn.jp

【応募締切】１月26日（金）〈必着〉
※八代亜紀さんが南三陸町を旅するのは、３月下旬の予定です。

問 商工観光課観光振興係　☎46-1385

庄内の風

東北の奇祭　やや祭り

火防線
トレイル整備

　　枡沢
及川　敬

け い

子
こ

さん
昭和5年11月15日

歌

　　中野
及川　千

せ ん

司
じ

さん
昭和5年11月25日

歌

　北の沢
阿部　まつ子さん
昭和5年11月17日

歌

　内井田
藤村　とみ子さん
昭和5年11月3日

志

　内井田
渡邊　さかへさん
昭和5年11月28日

志

　馬場
三浦　義

よ し

勝
か つ

さん
昭和5年11月18日

歌

　蛇王
佐藤　貞

さ だ

子
こ

さん
昭和5年11月6日

志

　林
渡　　和

か ず

雄
お

さん
昭和5年11月30日

志

　沖田
阿部　喜

き

十
じゅう

郎
ろ う

さん
昭和5年11月7日

戸

　中野
千葉　かつ子さん
昭和5年11月21日

歌

　小細谷
佐々木新

し ん

太
た

郎
ろ う

さん
昭和5年11月8日

戸

　廻館
佐々木　洋

よ う

子
こ

さん
昭和5年11月24日

志

　　枡沢
糟谷　いしのさん
昭和5年11月13日

歌

　　番所
髙橋　みゑ子さん
昭和5年11月25日

歌

歌手の八代亜紀さんが
やってきます！

問 庄内町観光協会　☎0234-42-2922

【日時】１月13日（土）午前９時30分～午後３時30分
【場所】戸倉地区
（※林道の状況によって場所を変更する可能性があります）
【集合】南三陸・海のビジターセンター 【定員】５人（中学生以上）
【参加料】１人100円（保険・環境維持代）。当日徴収
【参加申込】事前の申込予約が必要です。定員になり次第、締め
切ります。氏名、性別、年齢、生年月日、職業、住所、連絡先［電話
番号、メールアドレス、緊急連絡先（家族など）］をファックスまた
はメール、申込書持参のいずれかの方法で申し込みください。
なお、参加申込書は役場、ベイサイドアリーナ、観光協会にあり
ます。

問 南三陸・海のビジターセンター
（平日 午前9時30分～午後4時30分 火曜日休館）
☎25-7622（FAX兼用）
メール center@kawatouminovisitorcenter.jp
携帯070-4169-1778（当日の連絡先も兼ねています）
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お兄ちゃん、お姉ちゃんにあやされ

いつもニコニコ笑顔の颯太。

その笑顔の周りに

たくさんの人たちの輪が

できるような子に育ってね。

亮哉・美香より

菅原　颯
そう

太
た

くん（　 波伝谷）

平成 29 年 4 月 11 日生まれ

1月号

南三陸の魅力、元気が詰まった広報紙

今月のSmile

編集・発行／南三陸町企画課
☎ 0226-46-1371

戸
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